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【はじめに】 

 Nd
3+と Cr

3+を共添加した Nd/Cr:YAG は、紫外から可視域にかけて広い吸収帯を持ち、白色フラ

ッシュランプや太陽光のような広いスペクトルを持つ励起光に対して高効率のレーザー動作が期

待される 1)。近年、透光性セラミックス技術が大幅に進展し、YAG 微小結晶セラミックス化とと

もに、結晶育成では困難であった Cr
3+の価数制御が可能となり、Nd

3+との共添加が可能となった。

既に Nd/Cr:YAGセラミックスにおけるレーザー特性の評価が行われている 1, 2)。しかし、Cr
3+から

Nd
3+へのエネルギー移乗過程は十分に理解されていない。 

本研究では、Cr
3+の 2

Eレベル以外から Nd
3+へのエネルギー移乗について解析を行うことを目的

に、Cr:YAG粉体と Nd/Cr:YAGセラミックスの Cr
3+の蛍光寿命を比較評価した。 

 

【実験方法】 

 評価サンプルとして Nd/Cr:YAGセラミックス（Nd:1.0%, Cr:2.0%）と Cr:YAG 粉体（Cr:2.0%）

を用意した。励起源としてローダミン色素レーザー(λ=610 nm、パルス幅=10 ns)を用い、蛍光検

出には PIN ダイオード(応答速度=0.1 us)と干渉フィルター(透過波長=690±5 nm)を用いることに

より、蛍光波長を限定し寿命を評価した。 

 

【実験結果】 

 それぞれサンプルにおいて蛍光減衰波形を測定した結果、4
T2→

4
A2の遷移であると考えられる速

い減衰蛍光と、2
E→4

A2の遷移である遅い減衰蛍光を確認した。 

これら蛍光減衰波形の波形分離を行い、求められた蛍光寿命の結果を図 1 に示す。Nd
3+を添加

したことにより、2
E、4

T2 レベルの蛍光寿命は共に

減少することが判った。Nd
3+へのエネルギー移乗に

より、各レベルの電子密度が早く減少したと考えら

れる。この結果より 2
E、4

T2レベルからの Nd
3+への

エネルギー移乗効率は、約 48%と約 76%であるこ

とが求められた。 

講演では、それぞれの蛍光寿命やエネルギー移乗

効率の温度依存性についても報告する。 
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図 1 Cr

3+の蛍光寿命 
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